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1．はじめに

産総研・地質調査総合センターが出版する5万分の
1および20万分の1地質図幅は，国土の基盤情報整
備の一環として進められている地質情報整備の代表
的な成果のひとつである．これら陸域地質の基本情
報とならんで，日本列島周辺海域の地質情報の整備
も進められている．沖縄周辺海域の地質情報整備を
目的とした海洋地質調査が開始されることを機に，当
該地域の地質層序を理解する一助として陸域地質情
報を提供するため，本稿では琉球弧の新生界層序に
ついてその概要をとりまとめることとする．

2．琉球弧について

琉球弧
りゅうきゅうこ

を形作る島々のつらなりを琉球列島
りゅうきゅうれっとう

（南西
なんせい

諸島
しょとう

）と呼び，これは九州から台湾にかけておよそ
1,200kmにわたる．行政上，これらの島嶼

とうしょ

は，鹿児島
県（種子島

た ね が し ま

～与論島
よ ろ ん じ ま

）と沖縄県（沖縄
おきなわ

島
じま

～与那国島
よ な ぐ に じ ま

）
に属する．琉球列島は，南東側（太平洋側）に凸とな
る弧状をなし，主軸となる列（種子島・屋久島

や く し ま

・奄美
あ ま み

大島
おおしま

・沖縄島・宮古
み や こ

島
じま

・石垣
いしがき

島
じま

など）と，その北西側
に位置する火山島からなる列（吐喝喇

と か ら

列島）に分けら
れる．さらに琉球列島は，地形的・地質的にトカラ構

こう

造海峡
ぞうかいきょう

と慶良間海裂
け ら ま か い れ つ

（宮古
み や こ

凹地
お う ち

）と呼ばれる構造間
隙によって，北琉球

きたりゅうきゅう

（種子島～悪石島
あくせきじま

）・中琉球
なかりゅうきゅう

（小宝
こだから

島
じま

～慶良間列島）・南琉球
みなみりゅうきゅう

（宮古島～与那国島）に分
けることができる（木崎編著, 1985）．

琉球列島の南東側には琉球海溝
りゅうきゅうかいこう

，北西側には沖縄
おきなわ

舟状海盆
ふなじょうかいぼん

が並列する．琉球海溝において，フィリピン
海プレートが，ユーラシアプレートに対して北西方向
に沈み込んでいる．琉球列島と琉球海溝は島弧－海
溝系をなし，沖縄舟状海盆はその背弧海盆にあたる．

また，琉球列島周辺は，亜熱帯的な特性を有する
気候下にあるとともに，黒潮流域にあたるため，水温
が高く清澄な海域となっている．琉球弧はこのような
気候および地形・地質構造条件のもとにあり，新生代
を通じて活発な変動を繰り返し，とくに第四紀におい
てはサンゴ礁の発達がみられ，この地域に特徴的な
新生界層序を形成した．

3．既存の地質図幅および代表的な地質情報

琉球列島に属する島々の既存の地質図幅は，次の
とおりである．5万分の1地質図幅：「薩摩硫黄島

さ つ ま い お う じ ま

（小
野ほか, 1982）」，「屋久島西南部（佐藤・長浜, 1979）」，

「湯湾
ゆ わ ん

（竹内, 1993）」（奄美大島），「伊平屋島
い へ や じ ま

及び
伊是名島
い ぜ な じ ま

（氏家, 2001）」，「那覇
な は

及び沖縄市
お き な わ し

南部（氏
家・兼子, 2006）」（沖縄島），「糸満

いとまん

及び久高島
くだかじま

（兼子・
氏家, 2006）」（沖縄島），「宮古島北部（矢崎・大山,
1979）」，「宮古島（矢崎・大山, 1980）」，「伊良部島

い ら ぶ じ ま

（矢
崎, 1978）」，「多良間島

た ら ま じ ま

（矢崎, 1977）」，「石垣島東北部
（金子ほか, 2003）」，「与那国島（矢崎, 1982）」．20万
分の1地質図幅：「開聞岳

かいもんだけ

及び黒島
くろしま

の一部（川辺ほか,
2004）」（種子島の一部など），「奄美大島（竹内, 1994）」，

「久米島
く め じ ま

（佐藤・駒澤, 1993）」，「宮古島（矢崎ほか,
1978）」．

琉球弧全域の地質情報をとりまとめたものとして，
「琉球弧の地質誌（木崎編著, 1985）」が挙げられる．
これは各島の地質概要のほか，琉球弧周辺の海底地
質，地震活動，地殻変動などについてよくまとめられ
ている．

本稿では，氏家・兼子（2006）と兼子・氏家（2006）
をもとに主に沖縄島中南部の新生界層序について述
べ，中琉球と南琉球の他の島々に分布する非火山性
新生界について，上述の地質図幅及び木崎編著
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群
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第1図　琉球列島の新生界層序の対比図．

（1985）などをもとに簡単に触れる．第1図に，琉球列
島の新生界層序の対比をまとめる．

4．沖縄島の新生界層序

中琉球に属す沖縄島に分布する新生界は，嘉陽
か よ う

層
そう

・島尻層群
しまじりそうぐん

・琉球層群
りゅうきゅうそうぐん

である．完新世の隆起サン
ゴ礁（離水サンゴ礁）堆積物は，とくに地層名を与え
られていないが，相対的海水準変動を考察するうえ
では重要となる．そのほかの完新統については省略
する．

1）嘉陽層

嘉陽層は主に沖縄島北部に分布し，砂岩を主とす
る砂岩泥岩互層からなり，泥質千枚岩・砂岩泥岩薄
互層を挟むほか，上部には礫岩層や礫質砂岩層がみ
られる（木崎編著, 1985）．本層は，大型有孔虫Num-
mulites amakusaensis（いわゆる貨幣石）などを産出

することから，中部始新統と考えられる（氏家, 1996a）．
本層は著しい褶曲変形を受けており，その地質学的
帰属については，中江（2007）に詳述されている．

2）島尻層群

島尻層群は沖縄島中南部に分布し，凝灰岩や細粒
砂岩を挟有する主にシルト岩からなる地層群であり，
この地域においては下位より豊見城層

とみぐすくそう

（小禄砂岩部
お ろ く さ が ん ぶ

層
そう

・中城砂岩部層
なかぐすくさがんぶそう

を含む）・与那原層
よ な ば る そ う

・新里層
しんざとそう

で構成
される．島尻層群は，全体として東北東－西南西の走
向を示し，南南東に数度～20度傾斜する．本層群の
層厚は全体で約2,000mで，そのうち約700mが地表
に露出する．新里層の最上部はやや浅海化するもの
の，島尻層群の堆積環境は，半深海であったと推定
される．氏家（1988）をはじめ，Ujiié（1994），氏家・
兼子（2006）及び兼子・氏家（2006）は，浮遊性有孔虫
化石帯区分を行って，これに基づく地質図を示し，島
尻層群の層序と構造を明らかにした．その化石帯は，
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第2図　島尻層群の浮遊性有孔虫層序要約．
氏家・兼子（2006）より引用．浮遊性有孔虫層序はUjiié（1985）に基づく．6 taxaの出現層準，3 taxaの消
失層準，Pulleniatina groupの殻の巻き方の変化によって，11の化石帯に区分できる．岩相区分は，a: 石
灰質ノジュールを伴う砂岩，b: 一部砂質部分を含むシルト岩，c: 砂岩，d: シルト岩，e: 礫質砂岩，f: 礫
岩，g: 白色凝灰岩，h: 名護層相当の黒色粘板岩．石灰質ナンノ化石区分（Tanaka and Ujiié , 1984）とも
調和している．知念層基底部を境にして層厚を変えてある．



沖縄島および琉球弧の新生界層序 ― 25 ―

2007年 5月号

Blow（1969）のN18－N22，Berggren（1973）の鮮新世
細分（PL1, PL2, PL3, PL4, PL5/6）に基づくものである．
PL1とPL2はそれぞれ，さらに上下に2分される（第2
図）．本層群は，走向にほぼ直交する正断層群によ
って，多くのブロックに分断されている．氏家（1988）
によれば，その水平最大変位量は1,000m以上に達す
る．

豊見城層（層厚約1,300m）は，青灰色シルト岩が優
勢の部分と褐色砂岩が優勢の部分とが互層する．ボ
ーリング資料によって，下部が礫質で基盤の名護層

な ご そ う

（白亜系？）を不整合で覆うことが確認されている．
小禄砂岩部層（層厚約60m）は，豊見城層上部の地
表露出部のうち，雲母片に富む淘汰の良い褐色細粒
砂岩の部分であり，シルト岩や凝灰岩の薄層を挟む．
中城砂岩部層（層厚0.5m～40m）は，豊見城層の最
上部を占め，細～中粒砂岩で，その基底部は粗粒砂
岩から礫質砂岩よりなる部分である．本層は，N16よ
りN18に対比される．とくに地表露出部分はN17から
PL1 lowerに対比され，これは後期中新世の後期から
前期鮮新世の初期にあたる．

与那原層（層厚約800m）は，極めて均質な青灰色
～帯緑灰色のシルト岩よりなり，多数の白色凝灰岩層
の薄層や細粒砂岩層を挟むもので，豊見城層中城砂
岩部層の上位に整合で累重する．本層は，PL1 lower
からPL4に対比され，これは前期鮮新世の初期から
後期鮮新世の初期にあたる．

新里層（層厚約60m）は，青灰色シルト岩を主体と
し，凝灰岩や細粒砂岩薄層を多数挟有するもので，

その基底部は最大径20cm程度の軽石を含む最大層
厚5mに達する軽石凝灰岩からなる．この軽石凝灰岩
の下限をもって，本層は下位の与那原層に整合で重
なる．本層は，その大部分がPL5/6に，最上部はN22
に対比され，これは後期鮮新世から前期更新世にあ
たる．

3）琉球層群

琉球層群は，琉球列島に分布し，サンゴ礁複合体
に特徴的な生砕物からなる多孔質な石灰岩層と，層
序学的にそれと密接に関連する陸源性砕屑物を含む
層の集合体である．琉球層群は沖縄島内に広く分布
し，沖縄島中南部においては下位より知念層

ち ね ん そ う

及び糸
いと

満層
まんそう

・那覇層
な は そ う

及び国頭層
くにがみそう

・港川層
みなとがわそう

で構成される（氏
家・兼子, 2006；兼子・氏家, 2006）．本層群は，ほぼ
水平か数度程度の傾斜を有する．とくに沖縄島南部
では，最も広い分布を示す那覇層の石灰岩が，10～
20mの落差をもつ多数の正断層によって南に緩く傾
動したブロック状となり，台地状の地形を形成するこ
とが多い．糸満層・那覇層・港川層は，サンゴ礁由来
の生砕物からなる石灰岩であり，それに含まれる化
石に基づく岩相区分は，堆積深度の推定に有効であ
る（Nakamori, 1986；井龍ほか, 1992；Nakamori et
al., 1995；Iryu et al., 1998；兼子・氏家, 2006；第3
図）．

知念層（層厚5～18m）は，沖縄島中南部に分布す
る．これは，灰色ないし青灰色のやや粗粒なシルト岩
から砂質シルト岩を経て砂岩にいたる下部と，成層

第3図　
琉球層群の石灰岩の岩相と堆積場
の関係．
琉球層群の石灰岩の各岩相が，サ
ンゴ礁複合体のどの場所で形成さ
れるかを示す模式図（井龍ほか,
1992を改変）．
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した青灰色（風化色は褐灰色ないし黄灰色）の石灰
質砂岩の上部からなる地層で，島尻層群を不整合で
覆う．Tanaka and Ujiié（1984），Ujiié（1985）は，石
灰質ナンノ化石と浮遊性有孔虫化石の生層序を検討
し，本層の下部はBlow（1969）のN22帯にあたるとし
た．兼子・伊藤（2006）は，本層上部の石灰質砂岩か
ら産する化石の石灰質骨格の87Sr/86Srを求め，ストロ
ンチウム同位体比年代が1.16Maであると報告した．
これらの結果から，本層は前期更新世に形成された
ものと考えられる．氏家・兼子（2006）は，本層基底
部のシルト岩は，半深海性環境で堆積したと推定し
た．また，平塚・松田（1997, 1998）は，本層の堆積環
境を島棚深部とした．

糸満層（層厚1.7～10m）は，沖縄島南部に分布す
る．これは，全体に赤色を帯びる石灰岩の地層で，
淘汰の悪い砕屑性石灰岩を主体として一部にサンゴ
石灰岩が認められる．本層は，島尻層群を不整合で
覆い，知念層上部とは同時異層である可能性がある．
兼子・伊藤（1996, 2006）は，本層から産する化石の
石灰質骨格のストロンチウム同位体比年代が約1.48
Maから1.23Ma（平均約1.3Ma）にあることを示した．
この結果から，本層は前期更新世に形成されたもの
と考えられる．本層の大部分は，礁斜面下部から礁
前縁にかけての水深50～200mで堆積したと考えら
れるが，一部ではサンゴ石灰岩がみられることから，
礁斜面上部もしくは水深数十mで形成された部分も
あることが推定される．

那覇層（層厚平均20m，最大100m超）は，主に沖
縄島中南部に分布し，北部にも認められる．これは，
サンゴ石灰岩・石灰藻球石灰岩・淘汰の悪い砕屑性
石灰岩・サイクロクリペウス－オパキュリナ石灰岩から
なる．本層は，島尻層群及び糸満層を不整合で覆
い，知念層とは整合もしくは一部が不整合である可能
性がある．本層の年代については，木崎ほか（1984）は
サンゴ化石のウラン系列年代によって0.3Maより古い
ものがあることを報告し，Nakamori（1986）は0.46Ma
から0.27Maの石灰質ナンノ化石の生層序帯に含まれ
るとし，兼子・伊藤（1996, 2006）はストロンチウム同位
体比年代が約0.68～0.18Ma（平均0.4Ma）であるとし
た．これらから，本層は中期更新世に形成されたもの
と考えられる．本層は，含まれる化石構成によって，
サンゴ礁の礁嶺あるいは礁斜面上部から，水深200m
程度の礁前縁に堆積したと推定される．

国頭層（層厚10～50m）は，いわゆる“国頭
くにがみ

礫層
れきそう

”
（半澤, 1925）と呼ばれているもので，沖縄島南部には
分布せず，中部から北部にかけて分布する．これは，
淡灰色ないし黄褐色または赤褐色を帯び，礫岩を主
体として砂岩・シルト岩を挟む未固結な非石灰質砕
屑物からなる地層で，先新第三系を不整合に覆い，
那覇層とは同時異層で両層は指交関係にあると考え
られる（島尻層群・知念層・糸満層とは直接の層序関
係が認められない）．本層からは時代を決定する直接
の証拠は得られていないが，那覇層と同時代と考え
られる．本層は，その岩相および分布から，河川ある
いは海岸近くにおける陸水環境の影響下の堆積物で
あると考えられる（Nakamori et al., 1995）．

港川層（層厚15～20m）は，主に沖縄島中南部に
分布する．これは，サンゴ石灰岩・淘汰の良い砕屑性
石灰岩からなり，島尻層群及び那覇層を不整合で覆
う（知念層・糸満層・国頭層との直接の層序関係はな
い）．本層が形成する地形面は堆積原面を示すと考
えられ，その分布高度から低位段丘に対比されてお
り（木庭, 1980），これは後期更新世に形成されたもの
と考えられる．本層は，水深数m程度の礁池で堆積
したと推定される．

沖縄島北部には，先新第三系を不整合に覆う呉我
ご が

礫層
れきそう

とそれを整合に覆う仲尾次砂層
な こ し さ そ う

が分布する．仲
尾次砂層は，岩相が知念層上部の石灰質砂岩と類似
しており，石灰質ナンノ化石層序により下部更新統と
考えられている．呉我礫層は時代決定の証拠を欠く
が，知念層に対比される仲尾次砂層に整合で覆われ
ることから，ここでは仲尾次砂層とともに便宜的に琉
球層群構成層としておく．

4）完新統（隆起サンゴ礁）

八重瀬町
や え せ ち ょ う

具志頭
ぐしちゃん

の海岸には，隆起サンゴ礁が認め
られる．旧汀線高度は2～3mで，6,000～4,000yr B.
P.の14C年代が得られている（木庭, 1983）．

5．中琉球と南琉球の新生界

南琉球の石垣島・西表島
いりおもてじま

・与那国島などには，沖
縄島を含む中琉球ではみられない，中部～上部始新
統の宮良層群

みやらそうぐん

と，下部～中部中新統の八重山層群
や え や ま そ う ぐ ん

が
分布する．これら以外の中琉球と南琉球の新生界
は，沖縄島に分布する新生界にほぼ対比される．
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1）宮良層群

石垣島に分布する宮良層群は，下位の礫岩・砂
岩・シルト岩及び石灰岩からなる宮良川層

みやらがわそう

と，上位の
凝灰岩・凝灰角礫岩・安山岩溶岩・流紋岩溶岩から
なる野底層

のそこそう

によって構成され（青木, 1932；金子ほか,
2003），下位のトムル層を不整合で覆う．本層群は極
浅海相を示し，非変成で，断層によりブロック化し傾
動している（木崎編著, 1985）．

宮良川層は石灰藻・有孔虫・サンゴ・軟体動物・コ
ケムシ動物・棘皮動物などの化石を豊富に産し，中
森ほか（1998）は，石灰質ナンノ化石より本層の堆積
年代を中期～後期始新世（46～34Ma）とした．宮良
川層は，西表島に小規模な分布が認められているほ
か，岩相上これと対比可能なコーキ石灰岩と呼ばれ
る地層が小浜島

こはまじま

に分布する（木崎編著, 1985）．
野底層は，宮良川層を整合で覆うが一部は指交関

係にあり，産出化石が宮良川層と共通しており，始新
世のグリーンタフと考えられている．本層は西表島に
も分布が認められ，小浜島にはこれに対比される細

こま

崎層
さきそう

が分布する（木崎編著, 1985）．

2）八重山層群

八重山層群は，西表島（西表層
いりおもてそう

）・鳩間島
は と ま じ ま

・仲ノ神
なかのおがん

島
しま

・小浜島（ビルマ崎層）・与那国島（西崎層
いりさてそう

・久部
く ぶ

良岳層
らたぎそう

・比川層
ひいないそう

・新川鼻層
あらがばなそう

；矢崎, 1982）に分布し，こ
れに対比されうる地層が魚釣島

うおつりじま

（魚釣島層
うおつりじまそう

）や台湾に
も認められ，宮古島周辺および波照間島

は て る ま じ ま

東方の海底
下にも分布する（相場・関谷, 1979）．本層群は浅海・
内湾相を示し，非変成で，断層によりブロック化しわ
ずかに傾動している．

西表島の西表層（層厚約700m）は，下位の野底層
を不整合で覆い，最下部に基底礫岩があり，その上
位は礫岩・砂岩・砂岩シルト岩互層が主体で，上部
に石炭・炭質シルト岩がみられる．与那国島の本層
群は，砂岩・砂岩頁岩互層が主体で，石炭や礫岩を
挟む．本山ほか（2001）によれば，八重山層群からは
N6－N8帯を示す浮遊性有孔虫化石や，CN3－CN4帯
を示す石灰質ナンノ化石，あるいはわずかながら放散
虫化石の産出も知られており，これらによって本層群
の年代は前期～中期中新世と考えられている．

3）島尻層群

島尻層群は，喜界島
きかいじま

から沖縄島中南部（既述），宮

古島およびその周辺諸島，波照間島などに分布す
る．それぞれの島・地域における固有の地層から構
成されているが，個々の地層名の記述は省略する．
また，琉球列島の東側から北西方の沖縄舟状海盆及
び中国大陸陸棚縁辺部にかけて，本層群に相当する
地層が海底下にも分布するとされる（木崎編著, 1985）．
宮古島南東沖海底下では，古第三系～中部中新統と
本層群との間に，傾斜不整合が認められている（相
場・関谷, 1979）．

久米島には，浅海成砂質～泥質岩を主体とする真
ま

謝層
じゃそう

・阿嘉層
あ か そ う

と火山岩類を主体とする宇江城岳層
うえぐすくだけそう

が
分布し，島尻層群を構成する．中村ほか（1999）は，
真謝層の年代を後期中新世としている．宮古島に分
布する島尻層群を構成する地層のうち，最下位の大

おお

神
かみ

島層
しまそう

は，N17（後期中新世）に対比される．この地
層の下部（大神島砂岩

おおかみしまさがん

）は，極浅海～内湾もしくは河
口近くの堆積相を示す（矢崎・大山, 1979）．沖縄島
の豊見城層下部は，ボーリング資料によって礫質ある
いは粗粒であることが知られている．これらの事実は，
島尻層群の堆積開始間もない頃の環境が浅海域であ
り，その後半深海環境へと変化していくことを表して
いる．

4）琉球層群

琉球層群の明瞭な分布の北限は宝島
たからじま

にあり，台湾
に至るまで，宝島以南のほとんどの島に分布が確認
される．それぞれの島・地域における固有の地層か
ら構成されているが，個々の地層名の記述は省略す
る．サンゴ礁に由来する生砕物からなる石灰岩を主
体とし，非石灰質砕屑物（礫岩・砂岩）を伴うことがあ
り，島ごとの層序学的な特徴がみられる．

琉球層群を構成する最古期の石灰岩相の地層とし
て，沖縄島では糸満層が認められるが，他の島にお
いてこれに対比される地層が知られている．佐渡ほ
か（1992）および本田ほか（1994）は，伊良部島で得ら
れたボーリングコア試料の石灰質ナンノ化石分析によ
り，琉球層群下部層が1.36～1.10Maに堆積を開始し
たと報告した．この下部層は，岩相および層序学的
に糸満層と共通点を持つ．このほか，糸満層に対比
され得る地層は，久米島の仲村渠層

なかんだかりそう

（江原ほか, 2001），
与論島の宇勝層

う が ち そ う

・麦屋層
む ぎ や そ う

（小田原・井龍, 1999）など
が知られている．ただし，これらの地層の堆積年代は
不明である．
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第4図　琉球弧の上部新生界の堆積・構造運動概念図．
主に沖縄島における，島尻層群から琉球層群にかけての堆積の過程と変動の概念図．時間軸（横軸）・層厚
及び標高/水深（縦軸）のスケールはなく，不定．

一方，琉球層群を構成する地層のうち，堆積年代
の新しいものは，喜界島や波照間島に分布する．喜
界島では約4.1万年（大村ほか, 2000），波照間島では
約6.9万年（Omura, 1984）という値が報告されている．

5）完新統（隆起サンゴ礁）

隆起サンゴ礁は，北琉球の馬毛島
ま げ し ま

以南に認められ
る．Koba et al.（1982）は，琉球列島全域の完新世海
水準高度分布図を示した．サンゴ化石の年代とその
分布高度から，平均的な隆起速度が求められる．例
えば喜界島では，1～2m/1,000年（平均的な値として
約1.5mm/年）とされる（木崎編, 1985）．

6）その他の新生界

粟国島
あ ぐ に じ ま

では，火砕岩を主とする粟国層群
あぐにそうぐん

（下部鮮
新統）の筆ん崎層

ふでんざきそう

のシルト質凝灰岩から貝化石が発
見されている．西表島の祖納礫岩層

そないれきがんそう

は，琉球層群に
不整合に覆われるが，時代決定に有効な化石は見つ
かっていない．

6．琉球弧における後期新生代変動

氏家・兼子（2006）は，琉球弧の構造発達史・地史
と古地理について，古地理図やブロックダイアグラム
を用いて説明した．本稿では，主に沖縄島における，
島尻層群から琉球層群にかけての堆積の過程と変動
の概念図を示す（第4図）．

琉球弧における後期新生代（第四紀）の大きな変
動として，（1）琉球層群の主要部（那覇層など）には変
位を与えずに，主に島尻層群に変位を与えた構造運
動（島尻変動

しまじりへんどう

：氏家, 1980；木崎編著, 1985），（2）琉球
層群の主要部に変位を与えた構造運動（うるま変
動：沖縄第四紀調査団, 1976；木崎編著, 1985）が挙
げられる．島尻変動は，島尻層群最上部（新里層）の
堆積後（約170万年前）から，琉球層群の主要部の堆
積前に起こったものと考えられる．うるま変動は，お
そらく琉球層群の堆積の後半に始まり，琉球層群の主
要部がブロック化する原因となった．これらの変動に
よる地殻の隆起あるいは沈降速度は，完新世サンゴ
礁の隆起速度に匹敵する可能性がある．
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7．陸域と海域の地質情報の相互補完

本稿は，沖縄周辺海域の層序を理解するための基
礎的な情報を提供する目的で，琉球弧における陸域
の新生界層序の概要を述べたものである．逆に，陸
域に現れていない地層があるため，海域の地質情報
を得なければ解明できない事象がある．陸域地質を
理解するために，海域の地質調査プロジェクトに期待
するテーマを挙げる．

1）沖縄舟状海盆の形成と拡大時期

島尻層群の堆積後，サンゴ礁が発達する条件が揃
う背景に，沖縄舟状海盆の形成と拡大が大きな役割
を果たしていると考えられている．海盆内の堆積物
が得られれば，島尻変動の時代からサンゴ礁（琉球層
群）発達期までの記録を読み取ることができる可能性
がある．

2）「南琉球弧500m島棚」の形成時期

氏家（1980, 1996a, 1996b）は，「南琉球弧500m島
棚」の平坦面を礁性石灰岩が形成すると推定したが，
それを確認するとともに石灰岩が堆積した年代を求
める．うるま変動において，琉球層群の石灰岩がブロ
ック化し，沈降あるいは隆起するものに分かれた．う
るま変動の全容を把握し，その上下運動の速度を見
積もるには，当時の主要な堆積面だったと思われる
この島棚の形成時期の特定が重要となる．

3）最終氷期のサンゴ礁分布

更新統のなかで“最後の”石灰岩は，喜界島に分
布する約4万年前のものである．完新世サンゴ礁の
なかでもっとも古い年代値は，喜界島から報告され
た約9.9千年であるとみられる（太田ほか, 2000）．こ
の間，最終氷期をまたいでサンゴ礁の趨勢は不明で
あった．Sasaki et al.（2006）は，最終氷期の年代を示
す現地性造礁サンゴ化石を伊良部島沖の海底から報
告した．今後，同時代のサンゴ礁がどこまで分布して
いたか，解明されることが望まれる．

8．おわりに

本稿を執筆する機会を与えてくださった荒井晃作
氏，草稿を校閲し貴重なご意見をくださった中江

訓氏（ともに産総研 地質情報研究部門）に，お礼申
し上げます．沖縄島中南部の地質図幅（「那覇及び沖
縄市南部」と「糸満及び久高島」）の共著者であり，そ
の完成を待たずに亡くなられた故 氏家 宏先生には，
現地調査などにおいて，いつも有益なご指導を賜り
ました．ここに感謝と哀悼の意を表します．
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